
青蓮寺・百合が丘地域では、
市から提供を受けた同意
者リストを基に、要援護

者在宅マップを作成。そのマップ
を各自治会長・班長が管理し、災
害時の安否確認や避難支援につな
げます。

また、昨年9月に行った防災訓練では、災害時要援
護者の皆さんに、事前配布した黄色のリストバン
ドを着けて参加していただきました。これは、災

害時、支援を必要とする皆さんを一目で分かるようにし、
地域全体で支援していこうとするものです。この取組みは
始めたばかりですので、問題点などを検証し、よりよい方
法を模索しながら、災害に備えたいと考えています。

このような取組みも大切ですが、災害時に一番必要
なことは隣近所の助け合いです。わたしは、日ご
ろから「呼び掛け、声掛け、話し掛け、絆でつな

がる隣組」と近所付き合いの大切さを呼び掛けています。
また、災害時のいろいろな取組みも、顔と顔が見える関係
があってからこそです。災害時支援を必要とする皆さんも
積極的に地域行事や、防災訓練への参加をお願いします。
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2……消防白書　 3～6……なばり市議会だより
7……アドバンスコープADSホール催物、国津の杜の行事
8……「認知症の人と家族の会」伊賀地区つどい・交流会

対象者には、2月中旬に申請書を送付
積極的な登録をお願いします。

▼ ▼ 身体障害者手帳（肢体 1・2級、身体障害者手帳（肢体 1・2級、
視覚 1・2級、聴覚 2級視覚 1・2級、聴覚 2級））をお持をお持
ちの人　ちの人　

▼ ▼ 精神障害者保健福祉手帳（1級）をお持ちの人精神障害者保健福祉手帳（1級）をお持ちの人
▼ ▼ 知的障害者で療育手帳Ａをお持ちの人　　知的障害者で療育手帳Ａをお持ちの人　　
▼ 介護が必要な要介護認定３～5の人▼ 介護が必要な要介護認定３～5の人
▼▼ 7070歳以上の高齢者のみの世帯歳以上の高齢者のみの世帯
　　※施設、病院などに長期入所・入院している人を除く※施設、病院などに長期入所・入院している人を除く
◎上記対象者以外で、災害時に支援が必要と思われる
人も登録できます。詳しくは、健康福祉政策室（  
63‐7579）または、危機管理室（ 63‐7271）
へご連絡ください。

対象となる人

対象者には、２月中旬に災害時
要援護者登録申請書（兼個人情

報提供の同意書）を送付予定ですので、これを市へ提
出してください。
※登録申請書は、昨年までに登録の意思表示をしてい
ない人へ送付します。一度登録されますと、名張市
民である限り有効です。

登録方法
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▲宮城県塩竈市桂島（写真）では、地震発生時、島民同士が体の▲宮城県塩竈市桂島（写真）では、地震発生時、島民同士が体の
不自由な人を介助するなどして全員が避難。どこにだれが住んで不自由な人を介助するなどして全員が避難。どこにだれが住んで
いるかを事前に把握していたことが死者ゼロにつながりました。いるかを事前に把握していたことが死者ゼロにつながりました。
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青蓮寺・百合が丘地域づくり協議会
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た け じ

治 さん

災害時要援護者を地域全体で支援

人口と世帯数
1月1日現在　（　）は前月比

人口　81,601 人（－ 11人 )　　男　39,482 人 （－ 6 人）　
女　42,119 人（－ 5人）　世帯数　32,899 世帯（＋ 1世帯）


